
雇
用
破
壊
や
医
療
改
悪
、
庶
民
大
増
税
な
ど

暮
ら
し
を
破
壊
す
る
自
民
・
公
明
の
政
治
に
、

国
民
の
怒
り
が
大
き
く
広
が
り
、
参
院
選
で
ノ
ー

の
審
判
を
く
だ
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
４
月
か
ら
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
、
国
保
税
増
税
な
ど
相
次
ぐ
負
担
増
が
ま
た

市
民
生
活
に
襲
い
か
か
っ
て
き
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
国
政
で
も
市
政
で
も
、
弱

い
も
の
い
じ
め
の
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
一
月

市
議
会
議
員

●日本共産党飯能市議団の１２月議会報告をお届けします。飯能市飯能1237-2 FAX973-1079

さわらびの湯
指定管理者の指定が継続審査に

名栗の有間ダム下にある日帰り入浴施設

「さわらびの湯」を今年４月から市の管理を

民間企業に管理委託する議案が出されました。

この委託に当たっ

て、地元企業の

育成、地域の活

性化などの配慮

が全くなく、大

手企業に有利な

選定基準となっ

ていたため常任委員会で紛糾し採決できず、

１２月議会閉会後、引き続き審査することに

なりました。

お手盛り 市長ボーナス
引き上げ条例案を否決

市長、副市長、教育長と市議会議員の期末

手当（一時金）を年額で０・１ヶ月引き上げ

る条例案が提案されました。日本共産党は、

「市民生活は厳しい状況にあり、引き上げる

べきではない」と主張。全会一致で引き上げ

案を否決しました。

教育にコスト論持ち込み
授業料６割値上げ 名栗幼稚園

飯能市は、旧名栗村との合併協議の中で、

「幼稚園については現行どおりとする」とい

う合意事項を無視し、授業料を６４％も引き

上げました。値上げの理由を総費用に占める

授業料の比率を他市並にしたといいますが、

狭山、入間の市立幼稚園授業料より１０００

円も高くなっています。この値上げには、日

本共産党以外の全ての議員が賛成しました。

臨時保育士の処遇を改善
日本共産党が強く求めてきた臨時保育士の

処遇が改善され、一年ごとに月２０００円程

度の昇給と２ヶ月のボーナスが出るようにな

ります。

主な条例案や請願等

＊ 採決の対応
賛成＝○ 反対＝●

日本共産党
金子、山田

新井、滝沢

保守会派
鳥居､加藤､大久
保､内沼､柏木､小
見山､砂長､加涌､
椙田､野田､浜中､
安藤､武藤､吉田

公 明
佐野、松橋

石田

民 主
中村

名栗幼稚園授業料値上げ条例案 ● ○ ○ ○

後期高齢者医療制度・年金天引き以外の保険料徴収
と罰則規定を盛り込んだ条例案 ● ○ ○ ○

国保税（６５歳以上）を年金天引きするための
条例案 ● ○ ○ ○

後期高齢者医療制度の改善を国に求める請願 ○ ● ● ●

消費税増税反対の意見書案（日本共産党提出） ○ ● ● ●

新 飯 能
２００８年 新年号外

子どもの医療費 小学校卒業まで無料に - 請願を採択
新日本婦人の会飯能支部が提出し、日本共産党市議団が紹介議員になった「子どもの医療費を

小学校卒業まで無料にすることを求める」請願が、全会一致で採択されました。

＜敬称略＞

金
子
と
し
え

山
田
と
し
子

新
井
た
く
み

滝
沢
お
さ
む



後
期
高
齢
者
と
は
、
７
５
歳
以
上
の
人

の
こ
と
で
す
。
今
年
、
４
月
か
ら
こ
れ
ま

で
加
入
し
て
い
た
国
保
や
健
保
を
脱
退
さ

せ
ら
れ
、
「
７
５
歳
以
上
だ
け
の
医
療
保

険
」
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
、
家
族
の
扶

養
に
な
っ
て
い
て
保
険
料
を
払
っ
て
い
な

か
っ
た
お
年
寄
り
も
全
て
が
対
象
で
す
。

保
険
料
は
、
平
均
月
額
７
８
３
０
円
、

介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
る
と
一
万
円
を
は

る
か
に
超
え
ま
す
。
し
か
も
、
年
金
が
月

一
万
五
千
円
以
上
の
人
か
ら
は
介
護
保
険

料
と
合
わ
せ
て
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
が
運
営
す
る
の
で
は
な

く
、
各
県
ご
と
の
広
域
連
合
議
会
に
任
さ

れ
る
た
め
、
市
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。

今
、
政
府
は
、
７
５
歳
以
上
の
診
療
報
酬

定
額
制
（
包
括
払
い
）
を
検
討
し
て
お
り
、

診
察
の
回
数
・
診
療
科
の
か
け
も
ち
制
限

や
薬
の
処
方
ま
で
制
限
さ
れ
る
可
能
性
が

強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
７
５
歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら

保
険
証
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
度
の
高
齢
者
医
療
制

度
で
は
、
保
険
料
を
一
年
滞
納
し
た
ら
、

保
険
証
を
取
り
あ
げ
、
一
年
六
ヶ
月
で

「
医
療
給
付
の
停
止
」
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
１
２
月
議
会
で
、
被
保
険
者
等

が
、
保
険
料
の
徴
収
の
件
で
質
問
や
資
料

提
出
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
「
１
０
万

円
以
下
の
過
料
」
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
案

が
提
案
さ
れ
、
日
本
共
産
党
以
外
の
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
「
保
険
料
の
減
免
制

度
を
設
け
る
こ
と
や
保
険
証
の
取
り
上
げ

を
し
な
い
よ
う
」
強
く
求
め
ま
し
た
。

自
民
・
公
明
の
与
党
は
、
国
民
世
論
の

批
判
の
な
か
で
、
現
在
、
扶
養
さ
れ
て
い

る
方
の
保
険
料
徴
収
を
半
年
か
ら
一
年
延

期
す
る
な
ど
「
一
部
凍
結
」
を
決
め
ま
し

た
が
、
根
本
的
な
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団
は
、
国
・
県

に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
撤
回
を
求
め

て
、
署
名
運

動
や
意
見
書

案
の
提
出
な

ど
に
奮
闘
し

て
き
ま
し
た
。

自
民
・
公
明
は
、
国
民
の
反

対
を
押
し
切
っ
て
、
高
齢
者
医

療
制
度
を
強
行
し
て
お
き
な
が

ら
、
国
民
の
怒
り
に
、
選
挙
に

ひ
び
く
か
ら
と
一
部
を
『
凍
結
』
。

公
明
党
は
、
こ
れ
を
「
実
績
」

と
宣
伝
す
る
厚
か
ま
し
さ
。

総
選
挙
が
終
わ
る
と
『
凍
結
』

は
「
自
然
解
凍
」
に
。

飯
能
市
議
会
で
も
、
保
守
・

公
明
・
民
主
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
改
善
を
求
め
る
請

願
に
反
対
し
ま
し
た
。

●「年寄りは長生きするな」と言われているよう

で肩身が狭い。

●「こんなに保険料取られたら生活できない」

●「これまで年寄りに増税を押し付け、介護保険

料が引き上げられたうえに、さらに医療保険料

を別に取るなんて許せない」 ･･･お年寄りの声

７５歳以上だけでなく、６５歳

以上（前期高齢者）でも月額１万

５０００円以上の年金を受けてい

る人は、国保税が４月から年金天

引きされます。税金を天引きする

のは初めてで、自主納税の原則に

反するものです。

現在、国保税の最高限度額は、

介護分も合わせて６１万円ですが、

新制度の後期高齢者支援金が新た

に加わり、６８万円になります。

２０年度の国保会計の予算が検討

されていますが、３月議会に国保

税の大幅引き上げの条例提案も検

討されています。

自分で決めておきながら
一部「凍結」を実績？


